
   

 

 

 

 

 

 

 不安や疑問 
だらけのまま 

特定秘密保護 
法成立 

 

 この子の 
未来が 
心配 

パブリックコメントにねばり強く「ＮＯ！」の声を 
安倍自公政権は法律を強行採決で成立・公布したにもかかわらず、法の運用はこれか

ら検討という杜撰（ずさん）さ。「情報保護監視準備委員会」の初会合で、特定秘密の
指定・解除の運用基準やパブリックコメントの実施などの手順を確認しました。パブリ
ックコメントには国民の皆さんの不安に思う意見を寄せて、ねばり強く「NO！」の声を。 

安倍自公政権は昨年末、国民の皆さんの反対を無
視して、強行採決で特定秘密保護法を成立させまし
た。「何が秘密なのかわからない」欠陥だらけの法律
を、このまま施行させるわけにはいきません。 
民主党は１月に始まる通常国会で、国民の皆さん

の不安を解消するため、特定秘密保護法を廃止し、
情報公開と秘密保護が両立する制度に改革する対案
５法案の実現を目指します。また特定秘密保護法の
問題点と民主党の提案をお伝えするフォーラムや勉
強会、街頭キャンペーンを各地域で実施します。 
ひき続きご指導・ご支援をお願い申し上げます。 民主党代表 海江田万里 

 民主党は国民皆さんと連携し、 

特定秘密保護法の廃止に尽力します 



  

民主党の対案５法案 

 
■情報適正管理委員会設置法案■ 

 
チェック機関の独立性担保。行政機関の秘密保持を監視 

 独立性の高いチェック機関が監視し、行政機関の恣

意的な秘密指定や運用を排除するために情報適正管

理委員会を設置します。 
 
 

■国会法改正案■ 
 

情報提供のイニシアティブは国会が握る 

両院の議長が副議長の意見を聴き、必要と認めた場

合は秘密会などを開く形で、行政機関の長に情報提供

を命ずることができるようにする法律です。 

 

■お近くの民主党はこちら 

 

■情報公開法改正案■ 
  

「国民の知る権利」確立へ内容を充実改正 

政府による秘密保護とともに情報公開の充実が必

要。裁判所が秘密を直接検分し、指定の妥当性を判断

できる「インカメラ審議」等を盛り込みました。 
 
 

■公文書管理法改正案■ 
 
公文書の意図的廃棄や秘密の永久化は許さない 

公文書をより適正に管理するため、情報をいたずら

に廃棄せず適切に保存管理していくための法律です。

３０年以内に原則公開としています。 
 

 
■特別安全保障秘密適正管理法案■ 

  
秘密を必要最小限に限定、適正に管理する 

秘密の範囲は現行の防衛秘密、特別防衛秘密のほか、

外交と国際テロに関する必要最小限の情報だけを「特別

安全保障秘密」に限定して適正に管理する法案です。 

 

 

 


